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研究成果の概要（和文）：　本研究は以下の論点に沿って進めた。
　1　プチャーチン提督の秘書として長崎に来航した作家ゴンチャローフの『日本渡航記』にうかがわれる、ロシア人
の観た幕末の日本及び日本人観　2　日本最初のプロのロシア語通詞・志賀親朋の生涯と活動　3　市川文吉、黒野義文
、二葉亭四迷、川上俊彦など、東京外国語学校魯語科関係者のロシアとの関わり　4　コレンコ、グレー、ケーベルと
いったロシア人教師や、ピウスツキ、ラッセルのような亡命ロシア人、ポーランド人の日本における事跡と日本観　5
　日露戦争　6　1917年のロシア革命後に来日した白系ロシア人の事跡調査
　最終年度に論文集『日露交流都市物語』（成文社）を刊行した。

研究成果の概要（英文）：   In "The Positive Study on the Cultural History of Russo-Japanese Relations in M
odern Ages" I have made research on next items:
   1 The travel sketch "Frigate Pallas" written by I. A. Goncharov  2 The first Japanese professional tran
slator from Russian Shiga Chikatomo  3 Graduating students from the Russian department at Tokyo school of 
foreign languages, such as Ichikawa Bunkichi, Kurono Yoshibumi, Futabatei Shimei and Kawakami Toshitsune  
4  Russian teachers, such as Kolenko, Grei and Koeber, and Russian and Polish emigres, such as Russel and 
Pilsudski  5  The Russo-Japanese war  6  Russian emigres who came to Japan after the Russian revolution in
 1917
   In the last year I have published the monograph entitled "The History of Russo-Japanese Relations in 12
 Cities" (Yokohama, "Seibunsha").
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１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者はこの 24 年間に繰り返し科学
研究費の補助を得て、日露関係史、日露文化
交流史、ロシア文化の研究を進めてきた。そ
してその成果の一端として、2007 年に『白系
ロシア人と日本文化』（成文社）を上梓した。
同時に国内外の日露関係史研究者との研究
協力、情報と資料の交換を精力的に行ってき
た。ロシアではサンクト・ペテルブルグとモ
スクワのロシア科学アカデミー東洋学研究
所、モスクワの世界文学研究所、図書館・フ
ォンド「在外ロシア」、ロシア国立図書館在
外ロシア部、ペテルブルグのロシア科学アカ
デミー・ロシア文学研究所、ペテルブルグ大
学東洋学部、ウラジオストクのロシア科学ア
カデミー極東支部極東諸民族歴史・考古・民
族学研究所、極東国立大学、アルセーニエフ
博物館、アムール地方研究協会、ユジュノ・
サハリンスクのサハリン州立郷土博物館、ア
メリカではスタンフォード大学フーバー研
究所とハワイ大学のロシア極東研究、日露関
係史研究の蓄積が、本研究の前提となった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、第一にロシアの第三回遣日公式
使節 E. V. プチャーチンの長崎来航（1853
年）から樺太・千島交換条約（1875 年）、日
露戦争（1904−1905 年）、ロシア革命（1917
年）、シベリア出兵（1918−1925 年）、満州国
の成立（1932 年）を経て、第二次世界大戦終
結（1945 年）に至る頃までの日本とロシア、
ソ連の、主として文化交流史上の諸問題に関
わる事実（「研究計画・方法」の欄に具体的
な項目を記した）を、日本、ロシア及び第三
国の図書館や文書館に所蔵されている関係
資料を渉猟することによって、できる限り多
く発掘すること、第二にそれを既成の日露・
日ソ関係史上に位置づけ、かつなぜそれが従
来等閑視されてきたかを考察することを、そ
の目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は以下の論点に沿って進めた。 
 1 プチャーチン提督の秘書として長崎に
来航した作家ゴンチャローフの『日本渡航
記』にうかがわれる、ロシア人の観た幕末の
日本及び日本人観 2 日本最初のプロのロ
シア語通詞・志賀親朋の生涯と活動 3 市
川文吉、黒野義文、二葉亭四迷、川上俊彦な
ど、東京外国語学校魯語科関係者のロシアと
の関わり 4 コレンコ、グレー、ケーベル
といったロシア人教師や、ピウスツキ、ラッ
セルのような亡命ロシア人、ポーランド人の
日本における事跡と日本観 5 日露戦争 
6 1917 年のロシア革命後に来日した白系ロ
シア人の事跡調査 
 

４．研究成果 
 
 最終年度末に刊行した『日露交流都市物
語』（成文社）をはじめとして、5に示したよ
うな成果を発表した。 
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